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議会運営委員会先進地視察報告書 

 

 先進地視察における調査結果について、下記のとおり報告します。 

 

   平成２８年２月２９日 

 

  光市議会議長  中 村 賢 道 様 

 

                 光市議会 議会運営委員会 

                  委 員 長  土 橋 啓 義 

                  副委員長  畠 堀 計 之 

                  議 長  中 村 賢 道 

                  委  員  磯 部 登志恵 

                  委  員  大 田 敏 司 

                  委  員  中 本 和 行 

                  委  員  西 村 憲 治 

                  委  員  森 戸 芳 史 

                  事務局長  福 島   束 

                  書  記  川 崎 裕 二 

 

記 

１ 研修年月日  平成２８年２月４日（木）～２月５日（金）(１泊２日) 

２ 視 察 市  （１）佐賀県嬉野市          

３ 調査結果等  別紙とおり（資料含む） 
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別   紙 

 

議会運営員会 調査結果 

 

◆調査市・調査年月日 

 ■佐賀県嬉野市 ２０１６年２月４日（木）１４：００～ 

  

◆調査項目  

 議会改革について 

（議会活性化特別委員会・議会広報編集特別委員会について） 

 嬉野市議会では、「議員に市政について負託しているが、議会は政策の提言

なども何もせず、単に市長の政策の追認をするだけだ」との市民からの声が

あったこと。また、全国的に議会改革推進の機運が高まる中で、議会、議員

としての本来の職務を果たすため、議会改革を必要とし、制度づくりと実践

の真摯な取り組みを明文化する議会基本条例が制定されました。 

 議会基本条例の立案にあたっては、平成１８年１月の合併後、議員間での

提案により検討を始め、平成１９年７月全員協議会で学習会を開催し、その

後、先進地研修（議会運営委員会視察；三重県議会・伊賀市議会、有志議員

視察；会津若松市議会）、全員協議会や種々の会議で検討の後、平成２０年１

２月議会で議会制度改革特別委員会を設置し検討を重ね、パブリックコメン

トや行政回覧（平成２１年５月１日～２０日）を行い、提出された市民から

の意見について検討を行い、平成２１年６月議会で「嬉野市議会基本条例」

及び「嬉野市政治倫理条例」を議員提出議案として上程し、全会一致で可決

し同年７月１日から施行されています。 

 嬉野市議会基本条例のポイントは、「市民参加」「情報公開」「議会機能強

化」の３点となっています。市民参加については会議の原則公開・市民等と

の意見交換・議会報告会の開催（年１回以上）・政策提案の拡大、情報公開に

ついては多様な手段による情報提供・議案賛否の公表・政務活動費の領収書

や視察報告書の公開、議会機能強化については政策討論の推進・研修活動推

進・市長等の反問権への対応・議会に対する定例評価の実施 ―等に取り組

んでいます。 

 嬉野市議会では、全議員が議会活性化特別委員会または議会広報編集特別

委員会に所属し活動しています。議会活性化特別委員会は、嬉野市議会基本

条例を実践する中で、議会改革状況評価を定期的に実施しており、議会外部

の方から評価を受け議会としての対応をまとめ公表しています。その中で、

議会基本条例は５回、委員会条例は２回、会議規則は３回の改正を行うなど

継続した議会改革に取り組んでいました。 

 議会広報編集特別委員会は、議会だより“うれしの”を年４回（定例会毎）
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を発行しています。旧嬉野町は過去、全国町村議会だよりコンクールで２位

の実績があり、議会だより作成のノウハウを有していたとのことです。議会

だよりは、スケジュール作成・全体構成・データ編集・写真を担当議員で実

施しています。また、シンプルな文章・身近な写真・余白の活用により、市

民に分かりやすり表現を指向した紙面づくりが特徴となっています。発行は、

年４回、各１万部作成し行政嘱託員により各世帯に配布されています。  

一方で、議会広報編集特別委員会におけるより良い議会だよりの作成に向

けた活動については、議員のスキルアップにもつながっているとのことでし

た。 

 

■佐賀県嬉野市 

Ｑ：委員会記録については、ホームページに掲載はしていないのか。 

Ａ：委員会記録については、要約なので、掲載していない。 

 

Ｑ：所管団体との意見交換会について。 

Ａ：各常任委員会で行っている。（１年に１回、２時間程度） 

 

Ｑ：所管団体との意見交換会が政策提言につながったことは。 

Ａ：決算審査において、各分科会の審査の中で問題点について、調査をして

政策提言に結びつけている。 

 

Ｑ：反問権の使用は。 

Ａ：使用はない。 

 

Ｑ：委員会開催前に議案について、議員間で自由討議をしておられるが、ど

のぐらいの時間、また、効果は。 

Ａ：２時間。議案に対しての共通認識を持つため。 

 

Ｑ：政策提言をした結果の成果は。 

Ａ：執行部も見直しをするなどの効果はあると思う。 

 

Ｑ：議会報告会について参加人数の減少について、対応は。 

Ａ：会場を小学校区から公民館単位にするなど、参加しやすくしているので、

大きな減少はない。 

 

Ｑ：議会報告会に若い女性の参加に対して工夫は。 

Ａ：していない。 
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Ｑ：先進地視察の効果は。 

Ａ：各個人にレポートを書いてもらい、全員協議会で報告、質疑。 

 

Ｑ：会派制を取っていないが、議会運営委員会の構成は。 

Ａ：各常任委員会から２名ずつ。委員長と委員から。 

 

Ｑ：基本条例の第４条第４項の陳情、請願の提案者の説明について、事例が

あるか。 

Ａ：陳情について、わかりにくいものは委員会で説明を受ける。請願につい

ては、意見聴取を行っている。 

 

Ｑ：それは、年間、どれぐらい。 

Ａ：２、３件。 

 

Ｑ：基本条例に研修の充実、強化とあるが、状況は。 

Ａ：未熟と思っている。 

 

Ｑ：基本条例の中の事務局の強化については。 

Ａ：できていない。局長以下４名。他部署も人員削減をしているので。難し

い課題。 

 

Ｑ：議会の予算要求については。 

Ａ：議場の改修など、要求したものはついている。 

 

Ｑ：議会改革の今後の方向性は。 

Ａ：各議員の資質向上、クォリティアップがキーポイント。議員の資質が上

がれば、執行部も上がっていく。大津市議会のＢＣＰを参考に。 

 

Ｑ：政務活動費の支出について。 

Ａ：ホームページに公開している。 

 

Ｑ：反問権について。 

Ａ：反問権については、今後、確認権にすることも検討が必要では。 

 

Ｑ：定数、報酬について。 

Ａ：合併時に定数は２２人。報酬が町議会並み。定数を１８にすることで、

報酬を市議会並みにしている。報酬額は県下では最低。 

  定数を１６人にしたことは、近隣市町村も定数削減をしているので人口
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などを勘案。 

 

Ｑ：基本条例を最高規範から規範に表現を変えた理由は。 

Ａ：最高という言葉に引っかかったので。 

 

Ｑ：会派制を取っていないが、常任委員会の構成についてどうしているのか。 

Ａ：アンケートをとって、調整。常任委員会は、同時開催。 

 

Ｑ：図書室の予算額は。 

Ａ：予算はない。 

 

Ｑ：議長選挙は立候補制か。 

Ａ：立候補制。議場で所信表明。質疑はできるが、これまでない。 

 

Ｑ：議会だよりについて。 

Ａ：年４回、４色刷り、２４ページ。１万部作成。 

  事業の説明だけでなく、審議した内容の掲載、見出しの工夫など。 

 

Ｑ：議会だよりは、報告会の資料を兼ねているのか。 

Ａ：最初は別に資料を作成していたが、開催するうちにそのような形に。 

 

Ｑ：議会広報編集特別委員会と議会活性化特別委員会の役割について 

Ａ：広報広聴委員会は、議会だよりの発行。議会活性化特別委員会は議会の

活性化に向けたもの。 

 

Ｑ：一般質問のプロジェクターの使用について。 

Ａ：議会活性化特別委員会の中で議論したことはある。検討していくことに

なると思う。 

 

Ｑ：議会だよりについて。 

Ａ：市の広報は 9500 部。議会だよりは 10000 部発行。500 部の差について、

議会だよりは、スーパーマーケットや施設で配布。 

 

Ｑ：議会だよりについて、市民の反響は。 

Ａ：わからない。アンケート等をとって調べてみる必要があると思う。 

 

Ｑ：費用弁償について 

Ａ：予算は、５万５千円 
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Ｑ：議会だよりの編集について 

Ａ：議員だけで作成している。嬉野町時代からなので、抵抗はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆所感 

                         土橋委員長 

 嬉野市議会の議会改革の取り組みについて、研修をいたしました。  

嬉野市議会では、平成２１年７月から、議会基本条例を施行されています。

他の市議会では、議会基本条例を制定しても制定をしただけで、内容が伴っ

ていない事例もありますが、嬉野市議会では、積極的に議会改革を進めてお

られました。 

議会広報編集特別委員会と議会活性化特別委員会のどちらかに議員が所属

をし、議会広報編集特別委員会において議会だよりの作成、議会活性化特別
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委員会による議会報告会の開催などに取り組んでおられました。 

各議員の資質の向上が、議会改革の要であるとのことであり、それが議会

全体の資質の向上につながり、それに合わせて執行部も向上が図られるとの

ことでした。 

基本条例をもとに議会改革の状況評価にも取り組んでおられました。  

嬉野市議会の先進事例を参考に、光市議会においても議会基本条例をより

実のあるものにして、議会改革に取り組んでいくことを再認識しました。  

 

 

                   畠堀副委員長 

 嬉野市議会では、先行事例を研究し議会基本条例を全般的に網羅したフル

セット型での制定が行われており、条例に掲げるメニューの中から優先順位

をもって個別の議会改革に取り組んでいます。とりわけ議会だよりは、旧嬉

野町の際からの広報活動のノウハウを活かして、市民に親しみやすり紙面づ

くりを議員中心に取り組んでいました。 

 この議会だよりの作成については、議員を中心に構成から原稿作成、割り

付けまでを議員で担当しており、作業の進め方など、参考になりました。 

また、議場システムの改修（初期投資約２，０００万円、維持費約１５０

万円）としてインターネット配信、議案賛否のタッチパネルシステム導入、

大型モニター設置や、議会報告会の年２回開催などに重点をおいた取組みが

行われていました。 

 光市議会では基本条例の実践に向けて個別課題として、「請願者又は陳情

者の意見陳述」「政策討論」「調査研究機関と検討会」「議員研修会」「議会事

務局の強化」「議会図書室の在り方」などを掲げており、それらの課題につい

て嬉野市議会では具体的な取り組みには至っていませんでしたが、考え方な

ど意見交換することができ参考となりました。 

 

 

中村議長 

嬉野市議会は、議会改革の取り組みについては、全国的にも先進議会であり

ます。特に、議会基本条例、議会報告会には力を入れていました。基本条例

の要点は、 

（１）市民参加  →・会議を原則公開 

・市民との意見交換 

・議会報告会は年１回以上 

（２）情報公開  →・議案の賛否を公表する 

       ・政務活動費の領収書、視察報告書を公開する 

（３）議会機能強化→・政策討論の推進 
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       ・市長等の反問権への対応等       以上３点 

 上記の様に取り組んでいました。 

 特に感じたのは、全議員が、議会活性化特別委員会また議会広報編集特別

委員会に属していることであります。また、議会報告会も、回数を重ねるに

つれ、段々と少なくなってきたので、小学校区から、また、小さな所に足を

運ばなければと工夫している所も見えました。光市議会も、この４月から、

議会基本条例が施行されます。議会における最高規範として、しっかり進め

て参りたいと思っています。 

 

 

磯部委員 

嬉野市議会は、全国的にも議会改革のランクが上位に位置する議会で、3

年前にも会派で伺った経緯があります。その当時の視察内容も再確認し、進

捗状況も含めた具体的な内容を教えて頂きました。特に、議会報告会へより

多くの参加者を募るため、消防団や婦人会、各団体のみなさんへのお声掛け

など、あらゆる努力をされている点は取り入れるべきと感じました。それで

もまだ若い世代、特に女性の参加者は少なく、今後は、多くの世代の方が気

軽に参加できる手法も必要と痛感しました。 

さらに、議会編集特別委員会と議会活性化特別委員会の 2 つに分け、全議

員がどちらかに所属し、任期半分で交代するという点は、非常に重要と考え

ます。光市議会においても、今まさに検討中の課題でもあるため、全議員が

取り組める組織とし、改革先行型で行ってきたものを充実するチャンスだと

感じた。 

 

 

大田委員 

嬉野市議会は、議会改革や議会基本条例・議会広報誌では先進地であり実

践的に進められています。 

 議会報告会も先進的に開催をされておられ、近年ではマンネリ化から脱却

する一途として、消防団とかＰＴＡなどに声かけをされ、市議会のことを、

いかにして一人でも多くの市民の皆様に理解をしてもらうための努力をされ

ていました。 

また、基本条例も常に見直しをされ、改定をされるなど、その都度、早め

に対応をされています。 

また、議会広報誌も小学 4 年生が読んで理解が出来るような文章や表現を

目指して取り組んでいました。 

光市もこの４月に議会基本条例の施行を控えていますが、この光市の議会

基本条例をしっかり実践していきたいと思っています。 
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中本委員 

嬉野市は、平成１８年に２町の合併により市制が施行され佐賀県の南部に

位置し、人口約２７，０００人のまちです。 

歴史ある「日本三大の美肌の湯」として栄えた。又、特産品として、「うれ

しの茶」も有名です。 

平成１８年１月の合併の後に各議員からの提案があり検討が始められまし

た。そして、議会運営委員会又、会派などによる先進地の視察研修し、会議

を重ねた後に議会制度改革特別委員会を設置し、議会基本条例の制定に向け

て検討されていました。又、パブリックコメントを行い市民から募集した、

意見も参考にして検討が行われていました。平成２１年の６月議会において、

議会基本条例と政治倫理条例を議員提出議案として上程し、全会一致で可決

し７月より施行されています。 

議会基本条例の３つのポイントは、「市民参加」「情報公開」「議会機能強

化」を基に「議員とかたろう会」を年１回以上開催して、直接市民との対話

を重視し政策提案に努められています。情報公開にも本会議のインタ－ネッ

トによるライブ中継の配信等様々な手段での情報提供、うれしの議会だより

も議員自ら発行、手作りには感心致しました。 

 すでに光市は、改革先行で最終形態が条例という形になり多く取り組んで

来ました。「議員が変われば議会が変わる。議会が変われば行政も変わる。行

政が変われば嬉野も変わる」この言葉を心にとめて頑張ります。今回の視察

で学んだ事を活かしていきたいと思いました。 

 

 

西村委員 

説明議員の情熱は強く感じました。 

沢山の委員長議員が参加し意欲を感じました。 

議会だよりの作成は、工夫が見られ、これを議会報告会の説明資料として

活用するのは良い取り組みと感じました。 

＜総括＞ 

議員削減（１８人から１６人へ）の取り組みは、当然のことですが、敬意

を表するものです。 

 

 

森戸委員 

嬉野市議会と光市議会の議会改革の取組を比較し光市で導入されていない

ものは 
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（１）議案を全てネットで公開 

（２）本会議のインターネット中継 

（３）常任委員会による政策討論会の開催で政策提言書を市長に提出 

（４）文書による休会中の質問制度 

（５）政務活動費のネット公開 

が挙げられます。 

（１）については光でも行う必要があり現在検討中です 

（２）に関しては多くの方が見にくいようです。 

（３）については参考になりました。 

（４）は提案しましたが、受け入れられませんでした。 

（５）については現在協議中です。 

今後の参考とします。 

 

 

 


